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多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
西
川
　
義
則

新
体
制
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

セ
ン
タ
ー
が
活
動
開
始
！　

多
家
良
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
家
良
協
議
会　
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生
涯
学
習
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
　
　
生
涯
学
習
指
導
員
　
山
口
　
弘
晃　

　

多
家
良
協
議
会
は
、
そ
の
目
的
を
「
町
発
展
の
た

め
経
済
及
び
福
祉
の
向
上
並
び
に
豊
か
な
人
間
性
の

育
成
に
寄
与
す
る
」
と
し
、　

⑴
消
防
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
等
各
種
事
業
の
助
成　

⑵
地
域
発
展
の

た
め
定
期
的
な
会
議
及
び
先
進
地
視
察　

⑶
そ
の
他

町
発
展
の
た
め
必
要
と
認
め
る
事
業
の
三
点
の
事
業

を
行
う
と
会
則
で
規
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
全

員
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
す
る
た
め
に
協
議
会
が

役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
，
本
年
度
多
家
良
町
の
発
展
と
多
家
良
協
議

会
の
活
動
の
充
実
を
ね
ら
い
，
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
や
防
犯
、
焼

却
場
等
の
環
境
問
題
、
道
路
・
交
通
安
全
関
係
の

大
き
く
四
つ
の
観
点
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
多
家
良
町
地
域
社
会
の
状
況
や
実

情
、願
い
や
課
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
傾
向
、
貴
重
な
ご
意
見
や
要
望
等
の
ま
と

め
は
各
地
区
理
事
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
協

議
会
と
し
て
は
結
果
等
を
参
考
に
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
要
望
へ
の
対
応
や
質
問
へ
の
回
答
等
は
次

回
理
事
会
（
二
月
頃
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

　

地
域
住
民
の
交
流
促
進
や
町
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
こ
と
を
願
い
、
地
域
住
民
の
主
体
性
や
創
造
性
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
協
議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
一
人

　

 

長
年
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

多
家
良
中
央
公
民
館
が
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
を

も
ち
ま
し
て
閉
館
と
な
り
、
四
月
一
日
よ
り
そ
の
機

能
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
統
合
さ
れ
新
体
制
が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
五
月
二
十
日
開
催
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総
会
で
承
認
を
受
け
、
前
会
長

高
山
氏
の
後
任
と
し
て
会
長
職
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
勤
め
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動
（
公
民
館
活
動
）
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
内
に
新
た
に
開
設
い
た
し
ま

し
た
生
涯
学
習
部
会
に
引
き
継
が
れ
、
生
涯
学
習
推

進
員
（
旧
公
民
館
長
。
生
涯
学
習
部
会
長
も
兼
務
）

の
も
と
、
生
涯
学
習
指
導
員
（
旧
公
民
館
主
事
）、

そ
し
て
生
涯
学
習
部
会
運
営
委
員
（
旧
公
民
館
運
営

委
員
）
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
実

施
し
て
参
り
ま
す
。
早
速
、
両
町
の
敬
老
会
が
、
今

ま
で
通
り
生
涯
学
習
部
会
が
中
心
に
計
画
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
主
催
と
い

う
形
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
「
第
十
回
多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防
災
訓
練
」

を“

災
害
に
強
い
多
家
良
・
八
多
町”

を
目
標
に
十

月
二
十
七
日
（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
両
町

の
協
議
会
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
連
合
会
、
地
域
の

各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
、
来
年
二

月
頃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
（
本
年
度
は
文
化
祭
）
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
皆
さ
ん
に
出
品
の
お
願

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
フ
ー
ド
バ
ン

ク
へ
の
お
米
寄
贈
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
確
か
に
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

と
く
し
ま
」
に
と
り
ま
と
め
て
十
月
二
日
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
運

営
も
ピ
ン
チ
だ
そ
う
で
す
の
で
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
町
づ
く

り
・
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
へ
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

支
援
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
四
月
よ
り
コ
ミ
セ
ン
と
公
民
館
が
統
合
し
，

公
民
館
は
閉
館
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公
民
館

が
担
っ
て
き
た
様
々
な
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
・
生
涯
学
習
部
会
に
移
行
し
ま
し
た
。
組
織
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
事
業
自
体
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
な
く
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

四
月　
「
人
権
研
修
会
」

　

六
月　
「
多
家
良
町
敬
老
会
」

　

八
月　
「
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
教
室
」

　

九
月　
「
八
多
町
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」

　
　
　
　
「
八
多
町
敬
老
会
」

　

十
月　
「
多
家
良
町
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」

　
　
　
　
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
講
習
会
」

十
二
月　
「
健
康
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」　

  

　

一
月　
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
成
人
式

　

健
康
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
多
家
良
中
央
公
民
館
の
事

業
と
し
て
平
成
二
十
八
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来

八
年
間
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

剣
山
・
山
犬
嶽
・
高
丸
山
・
讃
岐
富
士
・
中
津
峰
山
・

眉
山
・
大
麻
山
・
高
尾
山
と
八
つ
の
山
を
登
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
生
涯
学
習
部
会
の
事
業
と
し
て
、
四

国
最
古
の
遍
路
道
と
い
わ
れ
て
い
る
「
か
も
道
」
を

登
り
ま
す
。
一
宿
寺
か
ら
太
龍
寺
ま
で
の
コ
ー
ス
で

す
。

　

ま
た
、
敬
老
会
も
多
家
良
町
、
八
多
町
と
も
に
た

く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。   

今
後
と
も
、
生
涯
学
習
部
会
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
生
涯
学
習
部
会
の
講
座
や
教
室

は
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
て
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。
興
味
関
心
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
じ
め
ま
し
た

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
　
山
城
　
新
吾　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
基
本
的
な
情
報
や

広
報
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
臨
時
の

お
知
ら
せ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
メ
タ
社
の
ス
レ
ッ
ズ
を
使
っ
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
六
年
十
月
よ
り
ス
レ
ッ
ズ
と
同
じ
内
容

を
、
年
齢
層
を
問
わ
ず
利
用
者
の
多
い
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
同
時
投
稿
を
始
め
ま
し
た
。
既
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
ご
利
用
の
皆
様
は
「
多
家
良
コ
ミ
セ
ン
」

（takaracouncil

）
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
普
段
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
皆
様

は
、
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
ス
レ
ッ
ズ
）
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
最

新
の
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コミセンのページ

コミセンのＳＮＳ
（スレッズ）



多
家
良
分
団
だ
よ
り

徳
島
市
消
防
団
多
家
良
分
団

　
　
　
　
　
　
分
団
長
　
福
本
　
英
司

多
家
良
町
駐
在
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

多
家
良
町
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
堤
　
大

多
家
良
保
育
所
だ
よ
り

多
家
良
保
育
所

　
　
　
　
　
　
所
長
　
鏡
石
　
ゆ
か
り
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平
素
よ
り
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
き
、
地
域
活
動
に
少
し
ず
つ
活
気
が
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
規
約
の
変
更
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
八
多

町
協
議
会
委
員
会
（
総
会
）
で
決
定
し
た
内
容
を
お

伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

１
．
例
年
八
月
に
行
っ
て
い
た
八
多
川
、仕
出
川
、

夏
焼
谷
川
の
川
刈
り
は
、
高
齢
化
や
事
故
防
止
等
の

観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
．
慶
弔
費
の
お
悔
や
み
、
結
婚
、
出
産
祝
い
金

は
、
葬
儀
形
態
の
変
化
や
個
人
情
報
保
護
等
の
観
点

か
ら
廃
止
し
ま
す
。
代
替
措
置
と
し
て
、
小
学
校
卒

業
時
に
八
多
町
子
ど
も
育
成
会
行
事
（
お
別
れ
会

等
）
で
お
祝
い
金
（
一
万
円
）
を
贈
呈
し
ま
す
（
八

多
町
民
で
他
校
通
学
の
方
も
含
む
）。

　

３
．
火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
見
舞
金
支
出

は
、
消
防
や
保
険
会
社
の
情
報
を
参
考
に
協
議
会
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。
災
害
時
の
炊
き
出
し
は
、
市

内
町
村
の
状
況
を
参
考
に
廃
止
し
ま
す
。

　

以
上
が
変
更
事
項
で
す
が
、
人
生
百
年
時
代
に
向

け
、
町
民
の
皆
様
が
健
康
で
明
る
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
八
多
町
協
議
会
の
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

受
け
継
が
れ
る
思
い

宮
井
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
谷
田
　
裕
之

　

徳
島
市
消
防
団
、
多
家
良
分
団
の
福
本
で
す
。
今

回
は
多
家
良
分
団
の
年
間
活
動
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

一
月
七
日　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
徳
島
市
消
防

の
出
初
め
式　

会
場
に
て
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露(

夜

間
三
ヶ
月
の
練
習)

　

一
月
十
六
日　

丈
六
寺
で
市
消
防
署
、
地
元
防
火

　
　

ク
ラ
ブ
と
合
同
で
重
要
文
化
財
防
火
訓
練

　

三
月
一
日　

日
の
峰
大
神
子
広
域
公
園
で
小
松
島

　
　

消
防
署
と
合
同
で
林
野
火
災
消
火
訓
練

　

六
月
九
日　

東
消
防
署
で
機
器
取
扱
い
実
務
訓
練

　

六
月
三
十
日　

東
消
防
署
で
新
任
団
員
訓
練

　

八
月
九
日　

昭
和
コ
ミ
セ
ン
で
消
防
啓
発
活
動

　
　

参
加(

女
性
団
員)

　

十
月
五
日　

消
防
団
員
基
礎
教
育
実
施

　

今
後
の
予
定
は

　

十
一
月
十
日　

と
く
し
ま
動
物
園
こ
ど
も
カ
ー
ニ

　
　

バ
ル
参
加

　

十
一
月
十
五
日
宮
井
小
学
校
、
一
月
二
十
一
日
渋

　
　

野
小
学
校
で
移
動
消
防
署

　

十
二
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日　

年
末
特
別
警

　
　

戒
、
毎
月
初
め
に
消
防
車
機
関
点
検

　

火
災
の
出
動
は

　

一
月
三
日　

八
多
町
大
久
保
ハ
ウ
ス
火
災

　

二
月
十
八
日　

方
上
町
林
野
火
災

　

五
月
十
四
日　

大
松
町
奥
外
建
物
火
災
。

　

以
上
、
多
家
良
分
団
の
活
動
報
告
で
す
、
災
害
に

備
え
日
々
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
団
員
を

募
集
中
で
す
の
で
興
味
あ
れ
ば
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

八
多
町
協
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
八
多
町
協
議
会

一
人
の
ご
協
力
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

消防出初式　ポンプ操法披露

丈六寺　文化財防火訓練

　

本
年
四
月
か
ら
、
多
家
良
町
駐
在
所
で
勤
務
し
て

い
る
堤
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

駐
在
所
管
内
で
は
、
年
明
け
か
ら
盗
難
被
害
が
複

数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
施
錠
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
納
屋
や
自
家
用
車
等
も
確
実
に
施
錠
す
る

と
と
も
に
、
屋
外
に
貴
重
品
等
を
置
か
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　

１
．
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
の
国
際
電
話
の
利
用

休
止
に
つ
い
て

　

特
殊
詐
欺
に
関
係
す
る
予
兆
電
話
の
ほ
と
ん
ど
で

国
際
電
話
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

国
際
電
話
の
利
用
休
止
を
希
望
す
る
場
合
、
ご
自
身

で
国
際
電
話
不
取
扱
い
受
付
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０

︱
２
１
０
︱
３
６
４
※
通
話
料
無
料
）
に
問
い
合
わ

せ
て
手
続
き
が
で
き
る
ほ
か
、
手
続
き
に
不
安
の
あ

る
方
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
警
察
官
が
ご
自
宅
に

伺
っ
て
利
用
休
止
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

お
手
伝
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
徳
島
中
央
警
察
署

（
０
８
８
︱
６
２
４
︱
０
１
１
０
）
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

２
．
安
全
安
心
ア
プ
リ
「
ス
マ
ー
ト
ポ
リ
ス
」
に

つ
い
て

　

警
察
か
ら
、
不
審
者
情
報
や
動
物
の
出
没
、
事
件

や
事
故
の
発
生
状
況
等
を
お
知
ら
せ
す
る
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
（
無
料
）
で
す
。
是
非
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

３
．
交
番
・
駐
在
所
電
話
の
廃
止
に
つ
い
て

　

令
和
六
年
十
月
一
日
か
ら
、
県
内
の
交
番
・
駐
在

所
の
電
話
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
事
件
や
事
故
等

緊
急
の
場
合
は
「
１
１
０
」
番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
他
、
交
番
・
駐
在
所
に
ご
用
件
が
あ
る
場

合
は
，
徳
島
中
央
警
察
署
（
０
８
８
︱
６
２
４
︱

０
１
１
０
）
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

相談窓口の
ご案内

スマート
ポリス

　

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
多
家
良
保
育
所

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
家
良
保
育
所
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
食
育
が

あ
り
ま
す
。
先
日
、
食
育
活
動
と
し
て
ク
ッ
キ
ン
グ

保
育
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
き
の
こ
入

り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」。
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
挑
戦
し
た
の
は
三
歳
児
か
ら
五
歳
児

の
子
ど
も
た
ち
。
三
歳
児
は
小
さ
な
手
で
し
め
じ
を

割
き
、
四
歳
児
は
ピ
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
に
ん
じ
ん
、

じ
ゃ
が
い
も
の
皮
を
む
き
ま
し
た
。
五
歳
児
は
真
剣

な
表
情
で
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
を

包
丁
で
切
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
野
菜
を
手
作
り
の

ル
ー
で
煮
込
ん
で
カ
レ
ー
は
出
来
上
が
り
で
す
。
自

分
た
ち
で
む
い
た
り
切
っ
た
り
し
た
野
菜
が
入
っ
た

カ
レ
ー
は
特
別
な
よ
う
で
、
み
ん
な
笑
顔
で
た
く
さ

ん
食
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
心
の
成
長
に
は
興
味
や
関
心
に
基
づ
い

た
直
接
的
な
体
験
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
ク
ッ

キ
ン
グ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
「
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
や
生
き
る
力

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食育活動　クッキング保育

  

来
年
度
、
宮
井
小
学
校
は
創
立
百
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

本
校
は
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
校
名
は
「
宮
井
小
學
校
」
に
始
ま



お
友
達
と
過
ご
す
放
課
後　

　
　
　
　
　

宮
井
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

宮
井
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　
　
　
運
営
委
員
長
　
音
井
　
美
寿
々

お
も
っ
し
ょ
い
じ
ょ
じ
ど
う
か
ん

多
家
良
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　
　
館
長
　
福
本
　
輝
実

多
家
良
・
八
多

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て

多
家
良
宝
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
山
　
宏
行
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昨
年
度
に
開
設
し
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
、
無
事
一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
低
学
年
を
中
心
に
、
現
在
二
十
四
名
の

児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
運
営
状
況
か

ら
、
保
育
料
を
見
直
し
、
減
額
し
ま
し
た
。
新
し
い

お
友
達
、
新
た
な
支
援
員
（
先
生
）
も
加
わ
り
、
よ

り
一
層
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
事
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
誕
生
日
会
の
ほ
か
、

六
月
い
ち
ご
狩
り
、
七
月
七
夕
飾
り
、
九
月
夏
祭
り
、

十
月
親
子
遠
足
（
四
国
水
族
館
）
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

主
に
施
設
に
関
す
る
こ
と
、
入
所
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
新
一
年
生
は
入
学
説
明
会
の
際
に
学
童
入

所
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
在
校
生

に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通
じ
て
案
内
し
ま
す
。
年
度

途
中
の
お
申
し
込
み
は
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
直
接

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
は
子
ど
も
の

安
全
を
第
一
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

見
守
り
ま
す
。
ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
先
人
か
ら

の
学
び
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
を
通
じ
て
、
学
校
の
お
勉
強
と
は
異
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
学
べ
る
、
そ
ん
な
拠
点
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
運
営
主
体
が
保
護

者
で
あ
る
た
め
、
保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
童

運
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

り
、
現
在
の
「
徳
島
市
宮
井
小
学
校
」
ま
で
五
回

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
末
で
、

六
千
九
百
六
十
九
人
（
卒
業
証
書
番
号
に
よ
る
）
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
に
発
行
さ
れ
た
「
宮
井
小
百
年
の
あ

ゆ
み
」
と
い
う
記
念
誌
を
見
て
み
ま
す
と
、
四
十
九

年
前
の
地
域
の
方
々
が
、
本
校
に
寄
せ
る
熱
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
学
校
に
対
す
る

愛
情
や
誇
り
が
感
じ
ら
れ
、
読
ん
で
い
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

時
代
が
移
り
変
わ
り
、地
域
の
様
子
、住
民
の
方
々

や
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、

学
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
続
い

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
記
念
誌
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に

こ
ん
な
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

祖
父
か
ら
父
へ

　
　

父
か
ら
子
へ

　
　

孫
へ

　
　

う
け
つ
ぎ

　
　

う
け
わ
た
し
て
き
た

　
　

こ
の
百
年

　
　

宮
井
小
学
校
の
前
途
に

　
　

限
り
な
き

　
　

繁
栄
あ
れ

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
宮
井

小
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮井小学校
ホームページ

宮井学童保育クラブ
ホームページ

　

十
月
二
十
六
日
に
、
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、お
天
気
が
あ
や
し
か
っ
た
の
で
、

コ
ミ
セ
ン
を
借
り
て
室
内
で
行
い
ま
し
た
。
思
っ
て

い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
ぷ
か

ぷ
か
す
く
い
・
射
的
・
お
か
し
つ
り
・
く
じ
び
き
・

工
作
な
ど
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
・
Ｏ
Ｂ
保
護
者
の
皆
さ
ん
・
中
高
生
の
皆

さ
ん
も
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
賑
わ

い
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
一
日
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
行
事
で
、
み
ん

な
で
変
装
し
て
地
域
五
か
所
に
歩
い
て
行
き
、「
ト

リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」
と
言
っ
て
お
菓
子
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
児
童
館
で
あ
る
よ

う
、
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
楽
し
い
企
画
等
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
多
家
良
宝
寿
会(

会
長
髙
山
宏

行
）
六
十
五
名
・
八
多
長
寿
会(

会
長
芝
原
孝
昌
）

五
十
二
名
の
会
員
数
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
両
会
と
も
敬
老
会
・
総
会
・
食
事
会
・
旅

行
・
運
動
会
等
例
年
の
行
事
が
開
催
さ
れ
皆
様
の
参

加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
残
念
な
の
は
、
参
加
者
の

高
齢
化
と
特
定
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
参
加
人
数
の
減
少

で
す
。
最
も
有
意
義
に
活
動
し
て
い
る
の
が
定
期
的

に
毎
週
開
催
し
て
い
る
「
百
歳
体
操
会
」
で
す
。
両

会
と
も
に
特
定
の
参
加
者
で
す
が
、
お
互
い
に
和
気

あ
い
あ
い
と
近
況
報
告
と
か
地
域
の
関
連
す
る
お
話

を
し
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
含
め
た
健
康
体
操
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
学
療
法
士
の
方
に
体

力
測
定
を
実
施
し
て
頂
き
健
康
体
操
に
つ
い
て
ご
指

導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
継
続
す
る
こ
と
で
体
力
低

下
の
予
防
及
び
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
徳
島
県
・
市
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
及

び
参
加
の
呼
び
か
け
等
を
行
っ
て
県
・
市
内
外
の
地

域
と
の
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催
し
て
い
る

の
は
多
家
良
宝
寿
会
が
毎
週
火
曜
日
五
時
か
ら
コ
ミ

セ
ン
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
八
多
長
寿
会
が
毎
週

月
曜
日
に
社
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ど
な
た
で
も
よ
い
の
で
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
、
ま
ず
は
両
会
長
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
ク
ラ
ブ
の
独
自
に
開
催
さ
れ
た
行
事
を

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
八
多
長
寿
会
で
は
月

二
回
有
志
に
よ
る
民
踊
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
四

月
「
総
会
」
参
加
三
十
九
名
、
五
月
「
有
馬
温
泉
日

帰
り
旅
行
」
十
八
名
参
加
、九
月
「
交
通
安
全
教
室
」

三
十
三
名
参
加
、十
月
「
秋
季
旅
行
」
の
予
定
で
す
。

多
家
良
宝
寿
会
は
五
月
「
総
会
」
参
加
二
十
八
名
、

六
月
「
コ
ミ
セ
ン
清
掃
奉
仕
活
動
」
十
八
名
参
加
、

十
月
「
交
通
安
全
教
室
」、
十
二
月
「
食
事
会
」
三

徳島市・児童館のページ
（毎月のじどうかんだより）



多
家
良
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

多
家
良
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
茂

多家良中央コミュニティだより「東風」令和 6 年 12 月 9 日 （４）第２１号

多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防
災
訓
練

　
　
ト
イ
レ
・
水
の
確
保
と
調
理
を
中
心
に

多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防
災
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
西
川
　
義
則

月
「
春
季
旅
行
」
の
予
定
で
す
。

　

市
老
連
関
連
で
は
四
月
の
「
総
会
」
で
年
間
事
業

計
画
書
が
報
告
さ
れ
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
参
加
依
頼
が

有
り
ま
す
。
研
修
会
、
親
睦
旅
行
、
歩
こ
う
会
、
文

化
祭
、
芸
能
大
会
、
体
育
大
会
、
高
齢
者
交
通
安
全

講
習
会
、
互
礼
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
友
愛
訪
問

活
動
推
進
会
等
で
月
二
回
程
度
の
行
事
に
な
り
ま
す

が
単
位
ク
ラ
ブ
で
、
本
年
度
は
予
定
通
り
全
て
の
事

業
に
参
加
で
き
そ
う
で
す
。

　

時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
方
、
趣
味
を
お
持
ち
の

方
、
健
康
予
防
に
興
味
の
あ
る
方
、
両
会
と
も
に
ク

ラ
ブ
の
入
会
の
お
話
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
皆
さ
ま
と
共
に
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
高
齢
者
の
皆
様
が
健
康
で
楽
し
く
、
住
み
よ
い
地

域
を
目
指
し
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

多
家
良
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
髙
山
　
宏
行

　

本
年
度
多
家
良
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
髙
山
で
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
本
協
議
会
の
運
用
に
つ
い
て
は
母

体
で
あ
る
多
家
良
地
区
連
合
協
議
会
の
、
渋
野
町
・

丈
六
町
・
八
多
町
・
多
家
良
町
・
飯
谷
町
の
五
地
区

の
町
内
会
や
協
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
共
同
募
金
の
還
元
金
の
交
付

分
が
基
本
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
使
い
み
ち
と
し
て
各
地
域
の
「
高
齢
者
」「
児

童
・
青
少
年
」「
障
害
児
・
者
」
の
福
祉
事
業
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
各
地
域
で
の
各
種
事
業
も
少
し
ず
つ
で

す
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
域
で
の
福
祉
事
業
の
有
り
方
、
問
題
点
等
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
根

付
い
た
福
祉
事
業
の
活
性
化
の
為
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
支
え
合
い
助
け
合
う
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
今
後
と
も
多
家
良
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
に
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

多
家
良
地
区
の
安
全
を
守
る
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
に
つ
い
て

多
家
良
地
区
の
安
全
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
瀬
畑
　
俊
夫

　

平
素
は
多
家
良
地
区
の
安
全
を
守
る
会
の
活
動
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

１
．
ブ
ル
ー
パ
ト
ロ
ー
ル　

週
一
回

　

２
．
春
と
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間

　
　

八
多
町
の
馬
場
で
立
哨
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
．
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
　

Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
多
家
良
中
央
コ

　
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置
し
て

　
　

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
東
風
に
て
紹
介
し
て
頂
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
多
家
良
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
、
現
在
の
会
員
数
は
十
六
名

で
、
年
齢
構
成
は
六
十
四
歳
か
ら
九
十
一
歳
で
す
。

　

練
習
日
は
、
週
三
回
宮
井
小
学
校
の
運
動
場
を

土
・
日
・
水
曜
日
、
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
道
具
は
、ク
ラ
ブ
、ボ
ウ
ル
に
マ
ー
カ
ー

が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

打
つ
ホ
ー
ル
は
、
１
５
ｍ
・
２
５
ｍ
・
３
０
ｍ
・

５
０
ｍ
の
各
２
ホ
ー
ル
で
、
計
８
ホ
ー
ル
の
、
最
小

打
数
を
目
指
し
ま
す
。
一
打
目
で
ボ
ー
ル
が
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
内
で
止
ま
る
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
な
り
、

本
人
は
も
と
よ
り
他
の
打
者
も
、
拍
手
し
て
喜
ん
で

く
れ
ま
す
。

　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
県
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
に
も
登
録
し
て
お
り
、
県
・
市
主

催
の
大
会
に
は
、
希
望
者
は
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
の
年
代
に
は
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
、
フ
レ

イ
ル
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
又
、
年

二
回
コ
ン
ぺ
を
し
、
親
睦
会
・
忘
年
会
で
は
料
理
・

カ
ラ
オ
ケ
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
達
多
家
良
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
和
気
相
合
と
、
仲
良
く
プ
レ
ー
を
楽

し
む
」
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
練
習
試
合
を
是
非
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
十
七
日
、
第
十
回
多
家
良
・
八
多
地
区
自

主
防
災
訓
練
を
宮
井
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。「
大

地
震
被
災
当
初
７
日
間
を
い
か
に
し
て
乗
り
切
る

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
ト
イ
レ
・
水
の
確
保
、
多
家

良
地
区
で
は
豊
富
な
薪
資
源
に
よ
る
調
理
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松

重
摩
耶
先
生
よ
り
「
能
登
半
島
地
震
よ
り
学
ぶ
大
規

模
災
害
へ
の
備
え
～
災
害
用
ト
イ
レ
と
防
災
井
戸
の

確
保
に
つ
い
て
～
」
題
し
て
の
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
他
、
多
家
良
町
の
木
下
芳
臣
さ
ん
よ
り
「
被
災
時

に
お
け
る
多
家
良
町
の
生
活
用
水
の
入
手
法
に
つ
い

て
」、
八
多
町
よ
り
西
川
が
「
巨
大
地
震
被
災
後
の

生
活
用
水
（
飲
料
水
以
外
）
入
手
法
に
つ
い
て
の
考

察
」
と
題
し
ま
し
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
で
は
簡
易
ト
イ
レ
の
展
示
、
浄
水
装
置

の
紹
介
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
災
害
避
難
時
に

お
け
る
調
理
器
具
の
紹
介
の
他
、
こ
ど
も
ユ
レ
タ

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
と
く
し
ま
ゆ
ら
し
隊
の
み
な
さ
ま

に
、
手
軽
に
揺
れ
体
験
が
出
来
る
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ

マ
ッ
ト
の
実
演
と
、
揺
れ
た
時
に
諦
め
ず
に
避
難
行

動
が
と
れ
る
姿
勢
な
ど
も
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳島大学・松重先生

簡易トイレの展示

浄水装置の展示

調理器具の紹介

どこでも地震体験マット
「YURETA」

こどもユレタキャラバン
（NPO 法人 減災教育普及協会）



八
多
・
多
家
良
の
歴
史
探
訪

 

シ
リ
ー
ズ

　

第
三
回　

八
多
の
農
業
発
展
の
足
跡

多家良中央コミュニティだより「東風」 令和 6 年 12 月 9 日（５）第２１号

【
新
店
紹
介
】

　

２
ｎ
ｄ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　
　
　
　
　

Ａ
ｌ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰

　
　
　
多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防
災
連
合
会

　

内
閣
府
よ
り
令
和
六
年
防
災
功
労
者
防
災
担
当

大
臣
表
彰
の
発
表
が
あ
り
、
防
災
思
想
の
普
及
に

貢
献
し
た
と
し
て
、
多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防

災
連
合
会
が
全
国
八
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
の
結
成
当
初
よ
り

様
々
な
災
害
を
想
定
し
た
体
験
型
の
防
災
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
、
年
一
回
の
コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り

へ
の
寄
稿
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内閣府・令和 6 年防災功労者防災
担当大臣表彰の受賞者決定について

　

2nd Story Ale W
orks

（
セ
カ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
エ
ー

ル
ワ
ー
ク
ス
）
さ
ん
は
今
年
八
月
、
旧
八
多
保
育
所

の
建
物
を
改
装
し
て
開
店
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の

お
店
。
建
物
内
に
醸
造
所
と
ビ
ー
ル
の
販
売
・
飲
食

の
出
来
る
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
を
併
設
し
て
い
る
。

　
「
保
育
所
の
建
物
利
用
に
つ
い
て
の
署
名
と
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
す
店
主
の
ブ
ラ
ウ
ン
友
貴
さ
ん

（
旧
姓
：
芝
原
）。
八
多
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
友
貴

さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ビ
ー
ル
造
り
が
趣
味
の
パ
ト

リ
ッ
ク
さ
ん
と
知
り
合
い
、
八
多
の
自
宅
で
ビ
ー
ル

製
造
を
始
め
た
。

　
「
八
多
に
は
す
だ
ち
・
い
ち
じ
く
な
ど
様
々
な
農

産
物
と
豊
か
な
水
が
あ
り
、
ブ
レ
ッ
ト
酵
母
を
使
っ

た
フ
ル
ー
テ
ィ
な
お
酒
造
り
が
得
意
で
す
」
と
パ
ト

リ
ッ
ク
さ
ん
。
東
京
な
ど
都
市
部
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
バ
ー
や
飲
食
店
等
に
も
卸
し
て
い
る
他
、
通
販
で

も
購
入
可
能
だ
が
、
八
多
の
店
頭
に
は
フ
ァ
ー
ム
ハ

ウ
ス
エ
ー
ル
な
ど
多
く
の
種
類
の
ビ
ー
ル
が
並
び
、

容
器
を
持
参
し
た
方
へ
の
量
り
売
り
も
行
っ
て
い

る
。
ビ
ー
ル
好
き
の
方
へ
の
、
八
多
町
な
ら
で
は
の

お
土
産
と
し
て
も
最
適
だ
。

　

商
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
い
つ
か
地
元
の
人
々

が
集
う
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
も
企
画
で
き
れ
ば
と
話
す

ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
夫
妻
。
営
業
日
は
土
日
祝
だ
が
、
イ

ベ
ン
ト
出
展
等
も
あ
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認

を
。

公式ページ インスタグラム
(2ndsaw)

【
新
店
紹
介
】

　
「
き
ま
ぐ
れ
や
で
す
」

き
ま
ぐ
れ
や
で
す

　
　
　
　
　
　
　
店
主
　
佐
藤
　
雄
亮

　

令
和
六
年
一
月
二
十
二
日
、
多
家
良
町
に
昼
は
か

き
氷
専
門
店
、
夜
は
居
酒
屋
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

か
き
氷
は
、
県
内
で
は
ま
だ
珍
し
い
韓
国
風
の
か

き
氷
「
糸
ピ
ン
ス
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
糸
ピ
ン

ス
は
、
専
用
の
機
械
で
糸
状
に
削
り
取
り
る
た
め
、

幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
た
氷
は
口
の
中
に
入
れ
た
瞬

間
に
消
え
る
、
超
繊
細
な
口
ど
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
ミ
ル
ク
ベ
ー
ス
の「
ふ
わ
ふ
わ
か
き
氷
」

や
「
お
な
じ
み
の
か
き
氷
」
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

か
き
氷
の
営
業
は
初
夏
か
ら
秋
頃
ま
で
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
居
酒
屋
で
は
、
店
主
が
ブ
ロ
ッ
ク
肉
を
分
厚

く
カ
ッ
ト
し
た
厚
切
り
タ
ン
な
ど
の
肉
料
理
や
、
揚

げ
物
、
一
品
と
お
酒
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の

人
々
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インスタグラム
(kimagureyadesu)

　

１
６
０
０
年
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
が
終

わ
り
を
告
げ
、
徳
川
時
代
以
降
八
多
の
住
民
は
ど
の

よ
う
な
時
代
を
生
き
て
き
た
の
か
？
神
社
、
仏
閣
と

旧
家
の
足
跡
を
調
査
し
時
の
流
れ
を
観
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　

八
多
川
の
上
流
に
あ
る
五
王
神
社
の
本
殿
創
建

の
棟
札
に
は
万
治
二
年
（
１
６
５
９
年
）
と
あ
り
、

ま
た
神
社
境
内
に
は
樹
齢
三
百
年
あ
ま
り
の
日
向

松
（
九
州
黒
松
）
の
巨
樹
が
生
え
て
い
た
。
犬
飼

地
区
で
最
も
古
い
旧
家
河
野
家
初
代
、
天
和
二

年

（
１
６
８
２
年
）
若
兵
衛
寂
の
記
載
が
あ
る
。
瀬
戸

内
の
河
野
水
軍
の
一
派
が
、
落
ち
延
び
八
多
川
上
流

域
に
定
住
、
豊
か
な
水
を
利
用
す
べ
く
多
く
の
井
堰

を
造
成
し
、
棚
田
を
開
墾
、
米
作
に
取
り
組
み
、
林

野
の
草
木
を
刈
っ
て
作
っ
た
緑
肥
で
豊
か
な
米
作
り

に
努
力
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

八
多
の
北
側
の
仕
出
川
上
流
域
の
歴
史
は
少
し
古

く
、
旧
家
大
久
保
家
の
祖
先
が
、
１
５
８
２
年
阿
波

の
一
宮
城
落
城
、
小
笠
原
家
滅
亡
し
た
が
、
な
お
も

こ
の
地
に
と
ど
ま
り
、
以
来
水
の
少
な
い
こ
の
地
の

水
利
を
工
夫
し
、
井
堰
、
多
く
の
溜
池
を
築
き
、
水

田
農
業
の
効
率
を
高
め
た
。
明
治
初
め
に
は
八
多
の

水
田
面
積
は
百
十
町
歩
余
、
と
村
役
場
の
台
帳
に
は

記
載
さ
れ
て
い
る
。

八多川流域の井堰 仕出川流域の井堰

カズラ取堰 鳥井堰

田中堰 五反田堰

北内堰 その他多数あり

宝丈堰

神子上堰

山の井堰

音井堰

八多の井堰
小倉池 桑の谷池

風早池 アブラメ池

次郎丸池 西谷池

国王池 友兼池

ヤナ池

八多の溜池

　

自
給
自
足
の
米
中
心
の
経
済
の
時
代
、
そ
し
て
一

人
の
一
年
間
の
生
活
に
は
一
石
の
米
が
必
要
な
時
代

で
あ
り
、
八
多
の
人
口
は
千
二
百
～
千
七
百
人
位
で

あ
っ
た
。
当
時
、
一
反
当
た
り
の
米
の
収
穫
量
を

１
．
５
～
２
．
０
石
と
す
る
と
、
米
の
総
生
産
高
は

千
六
百
五
十
～
二
千
二
百
石
と
な
る
。
先
人
の
努
力

で
八
多
の
住
民
は
自
給
自
足
を
達
成
し
、
八
多
川
に

は
多
く
の
水
車
が
あ
り
、
白
米
が
十
分
に
食
べ
ら
れ

る
豊
か
な
村
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
二
毛
作
の
裏
作

に
は
麦
、
豆
、
芋
な
ど
が
作
ら
れ
た
。
里
山
に
は
松

林
が
広
が
り
、
秋
に
は
松
茸
が
た
く
さ
ん
採
れ
て
い

た
。
山
林
も
広
く
林
産
物
（
炭
、
薪
、
木
材
）
も
多

く
、
燃
料
も
充
足
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
下
っ
て
明
治
以
降
、
里
山
開
墾
が
進
み
、

ミ
カ
ン
、
梅
、
柿
な
ど
果
物
の
生
産
地
と
な
り
さ
ら



令
和
６
年
度
地
域
貢
献
高
齢
者
顕
彰

　
　
　
　
　
　

鶴
亀　

幸
男
さ
ん

令和６年
　１１月３０日（土）  健康トレッキング教室
　１２月９日（月）  餅つき大会（宮井小学校）
令和７年
　１月１２日（日）  二十歳を祝う会
    （南部中学校地区合同・丈六コミュニティセンター）
　２月中旬   多家良中央コミュニティまつり（美術展）
　３月１３日（木）  宮井小学校卒業式
　３月２２日（土）  多家良保育所修了式
　  なお、予定は変更・中止となる場合がありますのでご確認ください。

地
域
の
冬
以
降
の
主
な
行
事

多
家
良
中
央
コ
ミ
セ
ン
の

　
　

施
設
利
用
︵
貸
館
︶
に
つ
い
て

　

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
各
会
議

室
や
和
室
・
調
理
室
は
、
多
家
良
町
・
八
多
町
の
住

民
の
み
な
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
ど
な
た
で
も
利
用

申
請
（
２
カ
月
前
か
ら
申
込
可
）
と
料
金
の
支
払
い

で
、
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
施
設
の
利
用
例
）

　

・
住
民
の
皆
様
の
集
会
（
料
金
減
免
の
条
件
有
）

　

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
文
化
教
室

　

・
趣
味
の
つ
ど
い

　

・
販
売
会

　

申
込
方
法
や
利
用
の
心
得
・
利
用
料
金
は
、
事
務

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
コ
ミ
セ
ン
の

ペ
ー
ジ
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
空
き
状
況
は
事
務
室
（
０
８
８
︱
６
４
５
︱

１
１
０
９
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

多家良中央コミセン
施設利用（貸館）のページ

多家良中央コミュニティだより「東風」令和 6 年 12 月 9 日 （６）第２１号

　多家良中央コミュニティ協議会は、徳島市宮井小学校区に属する多家良町及び八多町の
区域（多家良中央地区）における各種地域活動の推進母体となるとともに、住民相互のふ
れあいと連帯意識を高め、自らの自覚と責任のもとに文化的で潤いのある地域社会を創造
することを目的としております。
　地域の皆様のご協力・ご支援をいただき、多家良中央コミュニティ協議会発行の広報誌「東
風（こち）」第 21 号を発行することが出来ました。心より御礼を申し上げます。
　なお、平成 15 年 8 月発行の第 1 号から、最新の第 21 号までのバックナンバーは、多
家良中央コミュニティセンターのページより御覧いただけます。

広報誌「東風」
バックナンバー

に
豊
か
な
農
村
へ
と
発
展
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
の
時
代
に
な
り
、
経
済
自
由
化

の
進
展
で
農
林
産
物
の
生
産
は
衰
退
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
今
ま
さ
に
、
中
国
の
唐
時
代
の
詩
人
陶

淵
明
の
帰
去
来
の
辞　

“

い
ざ
帰
り
な
ん
、
田
園
ま

さ
に
荒
れ
な
ん
と
す
る”　

が
想
起
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、“

温
故
知
新”　

自

然
と
伴
に
暮
ら
す
社
会
を
見
直
す
時
か
も
し
れ
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
多
町　

芝
原
孝
昌
）

村芝居（八多町）

　

徳
島
市
は
十
月
一
日
の
置
市
記
念
日
に
地
域
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
方
に
地
域
貢
献
高
齢
者
と
し
て
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
市
全
体
で
二
十
名
が
顕
彰
の
対
象

と
な
り
、
多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

は
鶴
亀
幸
男
さ
ん
が
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
寄
贈
の
御
礼

　

昨
年
ま
で
と
は
違
い
米
不
足
の
な
か
、
活
動
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
五
名
の
住
民
の
方
か
ら

玄
米
１
６
５
㎏
を
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
く
し
ま
に
寄

贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

多家良中央コミセン
防災のページ

災害が起こる前に
見直そう！
防災の備え


